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～おもしろい学校づくりで考えて行動する子供の育成～

学校教育目標 「強く 明るく やりぬく子」

旭川市立陵雲小学校

コロナ禍の子供たちの生活～１学期の子供たち～
校長 甲斐 信太郎

４月の緊急事態宣言からの長期にわたる休校措置の間，子供たちは家庭中心の生活を送っていま

した。分散登校が５月中旬から始まり，通常授業が開始したのが６月からでした。緊急事態宣言が

解除されてからも，コロナウイルスが消えたわけではありません。「もとの生活に戻ったのだ」と

気を緩めたとたん多くの感染が発生することになるかもしれないのです。これからの私たちの日常

生活は「新しい生活様式」に沿った「３密」を避けた生活を守ることが重要となります。学校では

子供たちの安全な生活・命を守るために「陵雲小新しい生活様式」を意識して過ごすことを第一と

します。裏面に「新型コロナウイルス感染症に対応した新たな学校づくり」を載せました。【資料

１】の市からの提示を受けて，【資料２】の「陵雲小新しい生活様式」を作成いたしました。本校

の新たな学校プランをご提案させていただいたところです。どうかご理解とご協力をお願いいたし

ます。

さて，子供の日常に目を向けて見ますと，さまざまな問題があります。まず，日本の児童虐待相

談件数は，年々増加し，最近では全国で７万件を超えてい

るそうです。子供への教育機能はもとより，居場所として

の保護機能が失われている家庭が少なくないことに心が痛

みます。家庭は子供の身も心も育てる大切な場です。末広

・末広東地区の家庭や地域は，子供を大事にし，たくまし

く育てる風土が根付いていますので，子供たちはとても幸

せだと思います。

子育てには「愛」「信頼」「厳しさ」の三つが必要だと言

われます。親は子供にまず愛情を示し，子供との強い信頼

感の下，子供を大人にさせるためにしつけなくてはいけま

せん。そのことは親自身の忍耐強さ，厳しさが求められることでもあります。元来，親が子供に対

して果たすべき役割は二つあります。一つは保護機能で，もう一つは教育機能ですが，どちらか一

方だけでは親としての役割を果たしたことにはなりません。

言い方を変えるなら，家庭には「優しさ」（心の安定，包容力等）と「厳しさ」（社会ルール，道

徳等）のバランスが求められます。「まずは，しっかり抱いて（優しさ）地面におろして（厳しさ），

歩かせる（自立）」ことが親の大きな役割であり，それが家庭です。

家族の関わり方がその子の人格づくりに大きく影響することを「家庭は心を育む庭」と上手な言

い方をされる方もいます。子供にとっての心の拠りどころであり，育むところという意味で，とて

も共感します。

学校では，１学期最終月を迎えて，子供の成長を感じさせる場面が多々見られました。学習や生

活のまとめ，夏休みの計画づくりに取り組みました。私は常々，この学校の子供たちの表情，特に

瞳の明るさに，家庭・地域の素晴らしさを感じています。今学期は大きな行事等は行えませんでし

たが，PTA の皆様の陰からの御支援に心からお礼申し上げますとともに，夏休みを含めて，今後も
一層子供たちの「心を育む庭」となる家庭・地域であり続けることを心から願っています。



※８月３日現在

８月１７日（月）諸費引落日

１８日（火）２学期始業式

９月 １日（火）避難訓練

８日（火）修学旅行（第６学年）

９日（水）修学旅行（第６学年）

１０日（木）修学旅行疲労回復日（第６学年）

１５日（火）諸費引落日

１７日（木）宿泊研修（第５学年）

１８日（金）宿泊研修（第５学年）

３０日（水）通知表配付（前期）

１０月１２日（月）分散運動会（第１・３・５学年）

１３日（火）分散運動会（第２・４・６学年）

１４日（水）分散運動会予備日

１５日（木）分散運動会予備日

諸費引落日

１９日（月）児童教育相談（全学年）

※２７日（火）まで

１１月 ５日（木）公開研修会

１６日（月）諸費引落日

３０日（月）分散学習発表会（第１・５学年）

１２月 １日（火）分散学習発表会（第２・４学年）

３日（木）分散学習発表会（第３・６学年）

１４日（月）保護者教育相談（全学年）

※２１日（月）まで

１５日（火）諸費引落日

２８日（月）２学期終業式

※冬季休業日

第１～５学年 １月１１日（月）まで

第６学年 １月 ６日（水）まで

コロナ禍の中，子供たちは前向きに学習

に取り組んでいます。私たち教職員は，子

供たちからやる気をもらっています。

体育科リズム運動「よさこいソーラン」。

身体的距離を保ちつつ，水分補給をしなが

ら取り組みました。

外国語活動「好きな曜日を尋ね合おう」。

ICT機器を活用するとともに，外国語専科

教諭と外国語ボランティアの複数指導体制

で学習の充実を図りました。

算数「１学期のまとめ」。一人一人の学習

内容の定着を図るために，複数指導体制で

学習状況を見取り，指導しました。

ICTを活用した個別学習も実施しています。旭

川市では，GIGAスクール構想により「一人一台

コンピュータ環境の実現」が迫っています。


